
自然との共生をめざし、「地球の環境保護が重要な
使命である」ことを認識し、事業活動・製品およびサ
ービスにおいて地球環境保全活動を推進する。

１．地球環境保全上のニーズを把握し、針状ころ軸
受を提供することで省エネルギー・省資源に貢献
する。

２．環境管理システムを確立し、環境問題を継続的
に改善する。また、仕入先への協力を推進する。

３．法令・条例・協定および所属する業界の規範等を
順守し、環境汚染の未然防止に努める。

４．全従業員の環境意識を高揚して、環境側面のう
ち、環境管理重点テーマとして次に取り組む。

　　　（１）消費エネルギーの削減
　　　（２）産業廃棄物の削減
　　　（３）主資材・副資材の削減
　　　（４）包装梱包資材の削減および物流効率化

５．関係官庁・地域住民とのコミュニケーションを図
り、地域社会の環境改善を維持する。また、環境
管理活動の実施状況について公開する。

環境プログラムの運用管理・監視測定す
るシステム組織体系を制定しています。
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２年前にサブプライムローン問題から端を発した世界経済の混乱が落ち着き、
われわれの業界にも光が見えてきた中、３月１１日東日本大震災が発生しました。
当社は日頃から取り組んできた安全対策のおかげでケガや事故がなく避難す

ることができ、不眠不休で工場を整備した結果、３月１４日には操業できるように
なりました。
しかしながら、大震災による影響は大きい上に、政府からは夏の電力を１５％削

減するようを求められています。
当社は、この電力不足に対応するため、生産に寄与しない設備の停止、設備

の効率アップ、照明の千鳥点灯や空調機の管理等、徹底した節電に取組んで
います。



◎法的基準より厳しい自主基準を設定し、測定結果は
トレンド管理して異常の早期発見と対策に努めています。

◎地球温暖化防止のため
　　ＣＯ２の削減に取組んで

います。
◎１０年度、ＣＯ２総排出量

は ０９年比27.2％増、原
単位は3.1％増となって
しまいました。

環境専門部会

省エネ

主資材

環 境 目 的

主資材の使用量の削減、再利用,再使用

副資材の使用量の削減、再利用,再使用

水質騒音振動の管理

物流
包装梱包資材の減量化、再利用促進
運送便の積載効率の向上
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【電力使用量の削減】
●工場生産ライン照明一括操作での消灯（写真1）
●蛍光灯へのキャノピースイッチ取付（必要箇所のみ照明）
●電球・照明のＬＥＤ化（写真３）　　　　　　　　（写真２）

【材料使用量の削減】
●材料の歩留り改善

　　（親子取り＝2型番/
1金型/1材料、他人
取り＝２型番/2(1)
金型/1材料の拡大)

●製品の不良削減

写真１：照明の一括消灯

【工具材料使用量の削減】
●冶具の先端部ロー付けによる再使用（写真４）
●パンチ先端形状変更による研磨量の削減

【副資材購入品の削減】 （写真５）
●バレル乾燥工程変更によるメイゾ使用量削減

写真1 写真2

写真２：蛍光灯へのキャ
ノピースイッチ取付

【リサイクル化】
●希少金属の分別回収の拡大

【工場内の環境整備】
●工場内の除草・花壇整備による美化

【包装梱包材の削減】
●ポリチューブ/スペーサーの洗浄再使用
●製品の収容数増量による箱数削減
●カートンケースからポリケースへ（リター
ナブル）切替

製品１ヶ当りのエネルギー消費量(原単位の推移)
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◎５月３０日をゴミゼロの日と定め、ゴミの減量化・
再利用進めています。

◎従業員が自発的に会社周辺の「ゴミ拾い」を行う
ボランティア活動を実施しています。

◎会社周囲の市道についても、定期的に草刈・ごみ
拾いをして工場周辺の美化に努めています。

ご意見・お問合わせは、321-0121宇都宮市雀宮町585番地 宇都宮機器(株) TEL：028-653-1311 白川まで

【放電加工機からの漏洩訓練】

◎火災・爆発･地震･台風などの緊急事態に対応
するため訓練や設備の点検を行っています。

◎自衛防災組織の編成し、役割を点検するため
訓練を行っています。

写真4

写真5 写真6

インプット 副資材
（3.0％減）

ｴﾈﾙｷﾞｰ
（5.8％増）

包装梱包材
（4.3％減）

アウトプット CO2排出
（3.1％増）

排 水
（16.5％減）

廃棄物
（9.5％増）

主資材
（1.05％減）

(昨年比％)

◎地球環境保全に関する費用と投資
額および効果を明確にして、環境
保全活動の効率化および意志決定
に活用しています。

(注)効果には推定的効果は含まず

◎ＩＳＯ１４００１を２００２年８月に認証取得以来、
定期/更新審査を受審しています。

◎１０年度の定期審査では、改善の機会(改善が
望ましい)が８件あり是正を行いました。

◎システムの有効性、環境パフォーマンス、順法維持を定期的な外部審査、内部監査で
点検、是正を行っています。

◎審査前に内部監査員の教育し、計画の達成
状況に重点をおいた監査を実施しています。

（単位：千円）
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投資額 コスト 効果額

865

865①公害防止コスト

②地球環境保全コスト

③資源循環コスト

④上･下流コスト

⑤管理活動コスト

⑥研究開発コスト

⑦社会活動コスト

⑧環境損傷コスト

合 計
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有価物等の売却額 39,405

7,991

0

▲5,025

153

0

0

0

0

42,524

0


